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勧
告
ど
お
り
３
年
ぶ
り
賃
金
引
き
上
げ

地
公
労
が
確
定
交
渉
妥
結

交渉ヤマ場　11月14日～18日
賃金確定闘争の要求書提出、
交渉・妥結へむけ取り組もう

　
地
公
労
は
　
月
５
日
の
人

10

事
委
員
会
勧
告
を
受
け
、
同

日
、
賃
金
・
労
働
条
件
改
善

な
ど
に
関
す
る
要
求
書
を
提

出
し
、
３
回
に
わ
た
る
交
渉

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
　
月
に
県
議
選
を
控
え
て

12
い
る
こ
と
も
あ
り
、
例
年
よ

り
約
１
か
月
前
倒
し
と
な
る

短
期
間
で
の
集
中
し
た
取
り

組
み
に
よ
る
妥
結
と
な
り
ま

し
た
。

　
県
職
連
合
、
茨
教
組
な
ど
で
構
成
す
る
地
公
労
（
茨
城
県
地
方
公
務
員
労
働
組
合
共
闘
会
議
）
は
、
　
月
　
日
に
賃
金
確
定
期
の
最
終
交
渉
を
実
施
し
、

10

18

一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
し
て
合
意
に
至
り
妥
結
し
ま
し
た
。
同
日
夕
方
、
県
庁
内
で
報
告
集
会
を
開
き
、
妥
結
に
至
っ
た
経
過
を
報
告
。
　
歳
昇
給
停

55

止
の
廃
止
や
給
料
表
の
号
給
延
長
、
人
員
確
保
な
ど
課
題
が
残
さ
れ
つ
つ
も
、
３
年
ぶ
り
賃
金
引
き
上
げ
と
家
族
看
護
休
暇
の
拡
充
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
期
末
手
当
引
き
上
げ
な
ど
前
進
す
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
渉
の
中
で
は
、
人
事
院

勧
告
の
完
全
実
施
と
全
世
代

に
わ
た
る
賃
金
改
善
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
一
時
金
の

引
き
上
げ
、
休
暇
制
度
の
見

直
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

な
ど
を
重
点
的
に
求
め
て
き

ま
し
た
。

　
特
に
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
一
時
金
に
つ
い
て
は
、

民
間
と
の
均
衡
、
国
の
期
間

業
務
職
員
と
の
均
衡
、
県
正

規
職
員
と
の
均
衡
を
訴
え
改

善
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
妥
結
内
容
は
、
人
事
委
員

会
勧
告
の
と
お
り
給
料
表
改

定
と
ボ
ー
ナ
ス
０
・
１
月
分

引
き
上
げ
、
勤
勉
手
当
が
支

給
さ
れ
て
い
な
い
会
計
年
度

任
用
職
員
の
期
末
手
当
に
対

し
て
０
・
１
月
分
が
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。

　
休
暇
制
度
で
は
、
取
得
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
「
不
妊
治
療
休
暇
」

を
「
出
生
サ
ポ
ー
ト
休
暇
」

へ
呼
称
を
変
更
。
家
族
看
護

休
暇
に
つ
い
て
、
子
の
対
象

要
件
を
「
義
務
教
育
終
了
前

の
子
」か
ら「
す
べ
て
の
子
」

に
拡
充
。
会
計
年
度
任
用
職

員
の
子
の
看
護
休
暇
が
正
規

職
員
同
様
に
家
族
看
護
休
暇

へ
、
さ
ら
に
短
期
介
護
休
暇

と
と
も
に
無
給
か
ら
有
給
な

ど
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

（
合
意
内
容
は
別
記
）

　
報
告
集
会
で
は
、
中
山
議

長（
茨
教
組
）が
、「
今
回
の

地
公
労
交
渉
は
、
約
２
週
間

と
い
う
短
い
交
渉
期
間
だ
っ

た
た
め
全
て
の
要
求
に
つ
い

て
改
善
が
勝
ち
取
れ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
一
定
の
成
果

を
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い

る
。
積
み
残
し
た
課
題
は
、

引
き
続
き
組
合
員
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
任
命
権
者
ご
と
で
の

交
渉
や
来
年
度
の
地
公
労
交

渉
に
む
け
解
決
へ
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
」と
し
ま
し
た
。

　
県
本
部
の
各
市
町
村
職
で

も
、
確
定
期
の
要
求
、
交
渉

が
始
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
地
公
労
で
の
前
進
し
た
妥

結
内
容
を
踏
ま
え
、
ひ
と
つ

で
も
多
く
の
要
求
が
実
現
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

交
渉
経
過

人
勧
完
全
実
施
、

家
族
看
護
休
暇
充
実
、

会
計
年
度
職
員
の
一

時
金
・
休
暇
改
善

単
組
で
も

要
求
・
交
渉
を

謂

井

遺

亥
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１．人事委員会勧告の実施
　　①初任給及び若年層の給料月額引き上げ
　　②ボーナス0.1月分引き上げ（4.30月→4.40月）
２．会計年度任用職員の期末手当を引き上げ（2023年度から）
　　0.1月分（2.40月→2.50月）
３．特別休暇の呼称変更（2023年４月から）
　　不妊治療休暇を「出生サポート休暇」へ
　　※その他の休暇についても、引き続き調査・研究
４．がん治療に係る療養休暇のあり方
　　2023年度内に成案を得るよう、引き続き協議
　　（抗がん剤治療等への特例措置等）
５．家族看護休暇の看護対象者の拡充（2023年1月1日から）
　 「義務教育終了前の子」を「すべての子」へ拡充し、
　 「すべての子、配偶者、父母、配偶者の父母」とする
６．会計年度任用職員の特別休暇を改善（2023年4月1日から）
　　①子の看護休暇（無給）を家族看護休暇（有給）へ拡充
　　②短期介護休暇（無給）を有給
７．女性活躍及び両立支援について、引き続き取り組ん
　　でいく
８．ハラスメント防止策について、引き続き適正な運用
　　に努める

地公労の合意内容

年内執行予定選挙　県本部推薦候補者

推薦候補の必勝で政策実現をめざそう
県議会議員選挙　［2022年12月11日投開票］

プロフィール現・新年齢定数選挙区候補者名

2007～2010年日
立市議会議員、
2010年県議会議
員初当選、現在に
至る。電機連合推
薦、国民民主党。

現361４日立市

さいとう 英彰

2014年県議会議
員初当選、現在に
至る。電機連合推
薦、国民民主党。

現243３ひたちなか市

二川 ひでとし

那珂町議・同市議
当選通算6期、県
議会議員2期当選、
現在に至る。連合
茨城常陸野地協推
薦、無所属。

現255１那珂市

遠藤　 実

2010年県議会議
員初当選、現在に
至る。連合茨城中
央地協推薦、立憲
民主党。

現346２筑西市

しだら えみこ

水戸市議会議員3
期、2018年 県 議
会議員初当選、現
在に至る。連合茨
城中央地協推薦。
立憲民主党。

現150６
水戸市
・

城里町

玉造　 順一

自治体首長選挙　［2022年11月20日投開票］
プロフィール現・新年齢定数選挙区候補者名

2010年県議会議
員初当選。2018
年ひたちなか市長
選初当選、現在に
至る。連合茨城常
陸野地協推薦。無
所属。

現1491ひたちなか市

大谷 　明

自治体議員選挙　［2022年11月20日投開票］
プロフィール現・新年齢定数選挙区候補者名

2018年稲敷市議
選で３期目当選、
現在に至る。連合
茨城県南地協推
薦。無所属。

現35618稲敷市

山本 しょうじ

自治体議員選挙　［2022年12月11日投開票］
プロフィール現・新年齢定数選挙区候補者名

2018年笠間市議
選５期目の当選、
現在に至る。連合
茨城中央地協推
薦。無所属。

現56322笠間市

石松　俊雄
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家
族
看
護
休
暇
を
創
設
し

看
護
対
象
の「
子
」範
囲
拡
大
を

接
種
を
受
け
に
行
か
せ
る
の

は
親
と
し
て
は
心
配
で
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
、
子
の
看

護
休
暇
の
対
象
範
囲
を
な
る

べ
く
拡
げ
て
お
く
こ
と
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
同
行
で
も
休

暇
取
得
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

一
例
で
す
が
、
風
邪
な
ど
高

熱
で
看
病
が
必
要
な
時
で
も

小
・
中
学
生
を
自
宅
で
１
人

に
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て

休
暇
が
取
得
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
看
護
の
対
象
を

「
子
」だ
け
に
限
ら
ず
、「
家

族
」に
ま
で
対
象
を
拡
げ
た

「
家
族
看
護
休
暇
」
を
導
入

し
た
単
組
が
７
単
組
あ
り
ま

す
。
看
護
の
対
象
を
「
子
、

配
偶
者
、
父
母
及
び
配
偶
者

の
父
母
」
と
自
身
の
両
親
だ

け
で
な
く
配
偶
者
の
両
親
ま

で
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
県
職
連
合
で
は
、

２
０
２
３
年
１
月
か
ら「
子
」

の
年
齢
要
件
を
な
く
し「
す

べ
て
の
子
」と
拡
充
し
、
高

校
生
で
も
大
学
生
で
も
、
子

で
あ
れ
ば
年
齢
に
関
係
な
く

看
護
の
た
め
の
休
暇
が
取
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
県
本
部
は
、
単
組
へ
示
す

YouTube

の
看
護
休
暇
の
看
護
対
象
者

が
「
中
学
校
就
学
前
の
子
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
「
就
学
前
の
子（
国
と
同

様
）」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
１
単
組
、「
義
務
教
育

終
了
前
の
子
」
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
６
単
組
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
　
歳
（
小
学
５
～
６

11

年
生
）
以
下
の
子
が
接
種
す

る
場
合
、
保
護
者
の
同
行
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
に
は
中
学
生
や

高
校
生
で
あ
っ
て
も
１
人
で

　「
子
の
看
護
休
暇
」と
は
、

子
の
看
護
（
負
傷
ま
た
は
疾

病
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

世
話
）
を
必
要
と
す
る
際
に

認
め
ら
れ
る
有
給
の
休
暇
で

す
。
１
年
で
５
日
間
（
対
象

の
子
が
２
人
以
上
の
場
合
は

　
日
間
）
取
得
で
き
ま
す
。

10疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に

必
要
と
す
る
場
合
も
取
得
す

る
こ
と
が
可
能
で
、
予
防
接

種
の
付
き
添
い
な
ど
も
含
ま

れ
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
も
多
く
の
職
員
が
取
得
し

ま
し
た
。

　
県
内
単
組
の
多
く
は
、
子

阿
見
町
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
池
田
　
昌
弘

副
執
行
委
員
長
　
中
川
　
洋
一

副
執
行
委
員
長
　
殿
岡
　
有
美

書
　
記
　
長
　
立
見
　
典
子

書
　記
　次
　長
　
山
本
　
英
宏

給
与
対
策
部
長
　
荻
嶋
　
武
志

文
化
厚
生
部
長
　
三
井
　
嵩
史

同
副
部
長
　
加
藤
　
春
菜

教
育
宣
伝
部
長
　
慶
徳
　
一
優

同
副
部
長
　
小
玉
　
　
剛

女
性
部
長
　
鶴
田
美
智
子

同
副
部
長
　
久
保
田
幸
枝

青
年
部
長
　
須
原
　
和
俊

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
櫻
井
　
裕
之

単単
組組新

役

　
新
役
員員

副
執
行
委
員
長
　
山
本
　
高
嗣

副
執
行
委
員
長
　
大
久
保
隆
史

書
　
記
　
長
　
栗
股
　
政
一

書
　記
　次
　長
　
玉
造
　
泰
之

執
　行
　委
　員
　
飯
浦
　
瑠
美

執
　行
　委
　員
　
坂
入
　
　
智

執
　行
　委
　員
　
石
井
　
拓
也

執
　行
　委
　員
　
熊
谷
　
洋
輔

執
　行
　委
　員
　
嶋
田
　
篤
嗣

執
　行
　委
　員
　
川
俣
　
公
則

茨
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組

合
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
植
田
　
義
成

副
執
行
委
員
長
　
北
見
　
基
幸

書
　
記
　
長
　
田
﨑
　
友
晃

書
　記
　次
　長
　
栗
原
美
紀
子

書
　記
　次
　長
　
井
川
　
了
輔

執
　行
　委
　員
　
鈴
木
　
優
希

執
　行
　委
　員
　
安
齋
加
那
子

執
　行
　委
　員
　
宮
本
　
拓
弥

執
　行
　委
　員
　
小
松
　
里
奈

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

モ
デ
ル
要
求
書
の
中
に
、
安

心
し
働
き
続
け
る
た
め
の
権

利
と
し
て
家
族
看
護
休
暇
の

創
設
を
要
求
す
る
よ
う
呼
び

か
け
、
毎
年
の
よ
う
に
家
族

看
護
休
暇
を
勝
ち
取
る
単
組

が
出
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

他
市
町
村
の
休
暇
制
度
獲
得

状
況
の
情
報
提
供
を
行
い
な

が
ら
各
単
組
、
組
合
員
へ
制

度
拡
充
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
き
ま
す
。

はたらく女性の茨城県集会報告

休みたいときに休める職場にしよう
　
県
本
部
女
性
部
は
、
女
性

が
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
健

康
で
定
年
ま
で
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
め
ざ

し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
１
月
か
ら
３
月
を
「
女

性
の
働
く
権
利
確
立
強
化
月

間
」
と
位
置
づ
け
、
単
組
ご

と
に
「
年
次
有
給
休
暇
・
生

理
休
暇
取
得
状
況
調
査
」
を

行
い
、
自
分
の
職
場
環
境
の

実
態
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
に
自
治
労
会
館

10

10

で
開
い
た
第
　
回
は
た
ら
く

62

女
性
の
茨
城
県
集
会
は
、
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
集
約

な
ど
か
ら
学
習
・
交
流
し
、

よ
り
よ
い
職
場
環
境
の
実
現

を
め
ざ
す
集
会
の
基
調
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
分
散
会
で
課
題
を
共
有

し
合
い
、
ど
の
職
場
で
も
同

じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い

る
現
状
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

は
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
人

員
削
減
な
ど
で
業
務
量
が
増

加
し
、
多
く
の
仲
間
が
年
休

を
取
り
た
い
と
き
に
取
れ
て

い
な
い
実
態
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
理
休
暇

取
得
率
は
依
然
と
し
て
低

く
、
制
度
の
周
知
、
職
場
の

周
囲
の
理
解
も
必
要
で
す
。

　
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

の
た
め
、
女
性
部
運
動
に
結

集
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

年次有給休暇の取得状況
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年休を残した理由は？生理休暇を取得
できなかったことは？

仕事が忙しい
31%

ある
27%

人員不足
21%
人員不足
21%
人員不足
21%

もしものため
21%
もしものため
21%
もしものため
21%

振替休日が
優先
11%

振替休日が
優先
11%

振替休日が
優先
11%

その他 4%その他 4%その他 4%

上司の態度
2%
上司の態度
2%
上司の態度
2%

取りづらい
雰囲気 10%
取りづらい
雰囲気 10%
取りづらい
雰囲気 10%

ない
73%
ない
73%
ない
73%


